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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第109期

中間連結会計期間
第110期

中間連結会計期間
第109期

会計期間
自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2024年４月１日
至2024年９月30日

自2023年４月１日
至2024年３月31日

売上高 （百万円） 66,969 71,670 145,638

経常利益 （百万円） 1,594 562 6,183

親会社株主に帰属する中間（当期）

純利益
（百万円） 976 201 3,022

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 4,959 589 8,402

純資産額 （百万円） 74,278 75,701 76,423

総資産額 （百万円） 141,453 131,770 140,556

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 64.56 13.71 200.95

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.62 56.52 53.44

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 7,245 5,009 14,764

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △3,707 △3,494 △6,630

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △2,944 △4,094 △7,221

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 18,758 17,532 19,444

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．当社は前第３四半期連結会計期間より株式給付信託（従業員持株会処分型）を導入しており、１株当たり中間

（当期）純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数の算定にあたり、その計算において控除する

自己株式に、株式給付信託が保有する当社株式を含めております。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当中間連結会計期間における自動車業界は、中国ではEVシフトや現地メーカーとの価格競争により日系自動車

メーカーの販売が低迷し、アジアでも政治・経済情勢の影響から自動車の販売が落ち込むなど、厳しい事業環境が

続きました。一方、日本や北米の底堅い需要が下支えとなり、為替も円安基調で推移しました。また、化学品の販

売価格形成の基準となるナフサ価格も、前年同期に比べて高い水準で推移しました。

　このような事業環境のもと、当社グループは、生産性の向上や需要変動に対応したフレキシブルな生産・供給体

制の構築を進め、収益確保に努めるとともに、次世代自動車の安全性、快適性、環境性能の向上に繋がる技術、製

品、材料開発を推進してまいりました。

　以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は、中国やアジアの減産はあったものの、為替の影響により

71,670百万円（前年同期比7.0％増）となりました。営業利益は、生産現場における原価低減や生産性の向上等の

コスト改善努力により1,626百万円（前年同期比54.9％増）となりました。経常利益は、為替差損の計上により562

百万円（前年同期比64.7％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は、固定資産売却益を計上したものの法人税等

の増加により201百万円（前年同期比79.4％減）となりました。

 

　セグメントの経営成績は次のとおりであります。

 

①樹脂加工製品事業

　中国およびアジアの減産が響き、グローバルの生産台数は減少しましたが、製品構成の変化や為替の影響によ

り、売上高は前年同期を上回りました。営業利益は、減産の影響もありましたが、生産現場における原価低減や生

産性の向上等のコスト改善努力により、前年同期を上回りました。

　このような結果、当中間連結会計期間の売上高は58,155百万円（前年同期比8.7％増）、営業利益は973百万円

（前年同期比116.9％増）となりました。

 

②ケミカル事業

　日系自動車メーカーの減産の影響を受け、日本、中国、アジアで自動車向け原材料の販売が伸び悩みましたが、

北米向けの金型売上の計上や、半導体・電子材料の販売好調でカバーしました。ものづくり分野では、顧客の在庫

調整の影響等により医療向け高機能フィルムの販売が減少しました。

　このような結果、当中間連結会計期間の売上高は13,514百万円（前年同期比0.4％増）、営業利益は884百万円

（前年同期比18.3％増）となりました。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　当中間連結会計期間末における流動資産は70,115百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,097百万円減少しま

した。これは主に、受取手形及び売掛金が4,618百万円、現金及び預金が1,348百万円、商品及び製品が880百万円

減少したこと等によるものであります。

　また、固定資産は61,655百万円となり、前連結会計年度末に比べ688百万円減少しました。これは主に、建設仮

勘定が888百万円増加した一方、投資有価証券が932百万円、建物及び構築物が454百万円減少したこと等によるも

のであります。

　これらの結果、総資産は131,770百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,785百万円減少しました。

 

（負債）

　当中間連結会計期間末における流動負債は45,973百万円となり、前連結会計年度末に比べ7,280百万円減少しま

した。これは主に、支払手形及び買掛金が3,651百万円、短期借入金が1,682百万円、電子記録債務が510百万円減

少したこと等によるものであります。

　また、固定負債は10,096百万円となり、前連結会計年度末に比べ782百万円減少しました。これは主に、リース

債務が323百万円増加した一方、長期借入金が517百万円、繰延税金負債が492百万円減少したこと等によるもので

あります。

　これらの結果、負債合計は56,069百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,063百万円減少しました。

 

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は75,701百万円となり、前連結会計年度末に比べ721百万円減少しま

した。これは主に、為替換算調整勘定が1,233百万円増加した一方、資本剰余金が1,281百万円、その他有価証券評

価差額金が846百万円減少したこと等によるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より1,911百万円減少し、17,532百万

円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは5,009百万円（前年同期は7,245百万円）となりました。これは主に、税金

等調整前中間純利益1,336百万円、減価償却費4,013百万円、売上債権の減少額5,158百万円、仕入債務の減少額△

4,323百万円等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは△3,494百万円（前年同期は△3,707百万円）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得による支出△3,365百万円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは△4,094百万円（前年同期は△2,944百万円）となりました。これは主に、

短期借入金の純減額△2,153百万円、長期借入金の返済による支出△982百万円、配当金の支払額△751百万円等に

よるものであります。

 

(4）資本の財源及び資金の流動性

　当中間連結会計期間において、当社グループの資本の財源及び資金の流動性について重要な変更はありません。

 

(5）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。
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(7）研究開発活動

　当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,788百万円であります。

　なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

（連結子会社の吸収合併の中止および吸収分割の決定）

当社は、2024年５月14日開催の取締役会において、2023年５月12日開催の取締役会決議に基づく当社および当社の

完全子会社である森六テクノロジー株式会社（以下「ＭＴ」）と森六ケミカルズ株式会社（以下「ＭＣ」）を対象と

した吸収合併（以下「本合併」）を中止し、ＭＴとＭＣの外国法人管理事業以外のすべての事業をそれぞれ会社分割

により当社に承継させることとすること、ならびに当社商号の変更および商号変更を含む定款の一部変更の内容を変

更することを決議しました。

 

１．変更の理由

グループ再編効果の最大化に向けて最も効果的な手法を改めて協議・調査した結果、従前予定していた手法で

ある本合併よりも、ＭＴおよびＭＣを外国法人管理事業を行う中間持株会社と位置付け、海外法人管理事業およ

び海外展開の強化を図ることでグループ再編効果を最大限に発揮できると判断し、本合併を中止して本分割を実

施することとしました。

 

２．本分割の目的

当社グループ内の事業部門・事業会社間の横断的連携を図り、シナジーを実現するとともに、外国法人管理事

業の強化および経営効率の改善を図ることで成長戦略を更に加速いたします。そのために、2025年４月１日付で

主要事業会社２社の外国法人管理事業以外のすべての事業を吸収分割により、当社が承継し、ＭＴおよびＭＣを

外国法人管理事業を行う中間持株会社と位置付け、グループ各社を再配置することに向け、必要となる手続その

他の準備を開始します。

さらに、事業部門とコーポレート部門の統合により、当社へ経営資源を結集し、経営品質の向上につなげま

す。また、同日付で当社の商号を「森六株式会社」に変更いたします。

当社グループは、商社機能とメーカー機能を融合した一体運営を推進し、400年企業に向けて更なる飛躍を目

指します。

 

３．本分割の要旨

(1) 本分割の日程

本分割基本方針決定取締役会 2024年５月14日

吸収分割契約承認取締役会 2025年１月30日（予定）

吸収分割契約締結日 2025年１月30日（予定）

吸収分割効力発生日 2025年４月１日（予定）

（注）本分割は、当社においては会社法第796条第２項に定める簡易分割であり、ＭＴおよびＭＣにおいては会

社法第784条第１項に定める略式分割であるため、いずれも吸収分割契約に関する株主総会の承認を得ることな

く実施します。

(2) 本分割の方式

当社を承継会社、ＭＴおよびＭＣを分割会社とする吸収分割を予定しております。

(3) 本分割に係る割当ての内容

ＭＴおよびＭＣは当社の完全子会社であるため、本分割に際して、当社は、株式の割当ておよび金銭その他

の財産の交付は行いません。

また、本分割による当社の資本金の額および資本準備金の額の変更はありません。

(4) 本分割に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い

ＭＴおよびＭＣは、新株予約権および新株予約権付社債を発行していませんので、概要事項はありません。

(5) 本分割に係る割当ての内容

当社の資本金に変更はありません。

(6) 当社が承継する権利義務

ＭＴおよびＭＣの外国法人管理事業以外の事業のすべての権利義務を当社が承継します。

(7) 債務履行の見込み

当社が本分割後に負担すべき債務については、その履行の確実性に問題はないものと判断しております。
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４．分割する事業の内容

ＭＴおよびＭＣの外国法人管理事業以外のすべての事業

 

５．本分割後の状況

当社の事業内容は「自動車用樹脂成形部品の製造・販売ならびに化学品等の販売および輸出入」となります。

また、2024年６月18日開催の当社定時株主総会において定款の一部変更が承認されましたので、本分割に必要

とされる手続きが完了することを条件として、本分割の同日付で当社の商号を「森六株式会社」に変更する予定

であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2024年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2024年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 14,860,000 14,860,000
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 14,860,000 14,860,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2024年８月27日

（注）
△600,000 14,860,000 － 1,640 － 1,386

（注）自己株式の消却による減少であります。
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（５）【大株主の状況】

  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社日本カストディ銀行（三井

住友信託銀行再信託分・三井化学株

式会社退職給付信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番12号 1,416,000 9.54

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）

東京都港区赤坂一丁目８番１号

赤坂インターシティAIR
1,290,300 8.70

森六従業員持株会
東京都港区南青山一丁目１番１号

新青山ビル東館18階
1,120,738 7.55

森　茂 東京都武蔵野市 971,060 6.55

本田技研工業株式会社 東京都港区南青山二丁目１番１号 792,000 5.34

株式会社阿波銀行 徳島県徳島市西船場町二丁目24番地１ 526,000 3.55

CHARLES SCHWAB FBO CUSTOMER

（常任代理人 シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

101 MONTGOMERY STREET, SAN FRANCISCO

CA, 94104 USA

（東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

461,100 3.11

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海一丁目８番12号 331,400 2.23

森　豊子 東京都世田谷区 271,576 1.83

井染　敏子 東京都国立市 266,476 1.80

計 － 7,446,650 50.20

（注）１．上記のほか、自己株式が24,619株あります。

　　　２．株式会社日本カストディ銀行（三井住友信託銀行再信託分・三井化学株式会社退職給付信託口）の所有株式

は、三井化学株式会社が所有していた当社株式を三井住友信託銀行株式会社に信託したものが、株式会社日本

カストディ銀行に再信託されたものであり、議決権行使の指図権は三井化学株式会社が留保しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 24,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,824,100 148,241 －

単元未満株式 普通株式 11,300 － －

発行済株式総数  14,860,000 － －

総株主の議決権  － 148,241 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」制度の信託財産

として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式185,600株（議決権の数1,856個）が含

まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式19株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

森六ホールディングス

株式会社

東京都港区南青山一丁目

１番１号
24,600 － 24,600 0.17

計 － 24,600 － 24,600 0.17

（注）「株式給付信託（従業員持株会処分型）」制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保

有する当社株式185,600株については、財務諸表上は自己株式として処理しておりますが、上記の自己株式には含

んでおりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編および第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,660 18,312

受取手形及び売掛金 ※ 35,658 31,039

電子記録債権 ※ 1,933 1,722

商品及び製品 7,132 6,252

仕掛品 3,629 3,841

原材料及び貯蔵品 4,519 4,430

その他 5,690 4,528

貸倒引当金 △12 △12

流動資産合計 78,212 70,115

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 20,008 19,554

機械装置及び運搬具（純額） 11,668 11,575

工具、器具及び備品（純額） 5,979 5,662

土地 5,259 5,258

リース資産（純額） 282 405

建設仮勘定 2,412 3,300

有形固定資産合計 45,610 45,756

無形固定資産 953 1,124

投資その他の資産   

投資有価証券 12,544 11,611

長期貸付金 311 283

退職給付に係る資産 1,284 1,300

繰延税金資産 1,036 913

その他 606 668

貸倒引当金 △2 △3

投資その他の資産合計 15,779 14,774

固定資産合計 62,343 61,655

資産合計 140,556 131,770
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 22,676 19,024

電子記録債務 ※ 1,858 1,348

短期借入金 16,943 15,260

１年内償還予定の社債 170 170

１年内返済予定の長期借入金 1,697 1,546

リース債務 504 296

未払法人税等 812 576

その他 ※ 8,590 7,749

流動負債合計 53,253 45,973

固定負債   

社債 1,029 944

長期借入金 3,957 3,439

リース債務 529 853

繰延税金負債 4,191 3,698

債務保証損失引当金 26 93

退職給付に係る負債 449 463

資産除去債務 173 173

その他 522 429

固定負債合計 10,878 10,096

負債合計 64,132 56,069

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,640 1,640

資本剰余金 2,680 1,398

利益剰余金 57,947 57,341

自己株式 △1,467 △570

株主資本合計 60,800 59,809

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,302 4,455

繰延ヘッジ損益 1 △1

為替換算調整勘定 8,058 9,291

退職給付に係る調整累計額 620 603

在外子会社のその他退職後給付調整額 335 316

その他の包括利益累計額合計 14,318 14,666

非支配株主持分 1,304 1,226

純資産合計 76,423 75,701

負債純資産合計 140,556 131,770
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 66,969 71,670

売上原価 57,006 60,403

売上総利益 9,963 11,266

販売費及び一般管理費 ※ 8,913 ※ 9,640

営業利益 1,049 1,626

営業外収益   

受取利息 72 80

受取配当金 125 195

為替差益 953 －

持分法による投資利益 － 4

その他 97 88

営業外収益合計 1,249 369

営業外費用   

支払利息 657 529

為替差損 － 806

持分法による投資損失 0 －

その他 47 96

営業外費用合計 705 1,433

経常利益 1,594 562

特別利益   

固定資産売却益 99 844

投資有価証券売却益 0 －

補助金収入 159 33

特別利益合計 258 877

特別損失   

固定資産売却損 1 26

固定資産除却損 85 10

債務保証損失引当金繰入額 － 66

特別損失合計 87 104

税金等調整前中間純利益 1,765 1,336

法人税等 743 1,092

中間純利益 1,021 244

非支配株主に帰属する中間純利益 44 42

親会社株主に帰属する中間純利益 976 201
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益 1,021 244

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,704 △847

繰延ヘッジ損益 5 △4

為替換算調整勘定 2,240 1,242

退職給付に係る調整額 △22 △17

在外子会社のその他退職後給付調整額 25 △18

持分法適用会社に対する持分相当額 △15 △9

その他の包括利益合計 3,938 345

中間包括利益 4,959 589

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 4,907 548

非支配株主に係る中間包括利益 52 40
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 1,765 1,336

減価償却費 4,151 4,013

固定資産売却損益（△は益） △97 △817

固定資産除却損 85 10

投資有価証券売却損益（△は益） △0 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15 1

退職給付に係る資産及び負債の増減額 △58 △21

受取利息及び受取配当金 △198 △275

補助金収入 △159 △33

支払利息 657 529

持分法による投資損益（△は益） 0 △4

売上債権の増減額（△は増加） △1,519 5,158

棚卸資産の増減額（△は増加） △644 671

仕入債務の増減額（△は減少） 2,707 △4,323

その他 1,200 △149

小計 7,874 6,095

利息及び配当金の受取額 195 289

利息の支払額 △638 △530

法人税等の支払額 △187 △845

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,245 5,009

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △521

定期預金の払戻による収入 － 0

有形固定資産の取得による支出 △3,328 △3,365

有形固定資産の売却による収入 109 834

無形固定資産の取得による支出 △58 △162

投資有価証券の取得による支出 △591 △311

投資有価証券の売却による収入 0 －

補助金の受取額 151 32

短期貸付金の純増減額（△は増加） 7 －

その他 2 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,707 △3,494

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,104 △2,153

長期借入れによる収入 2,100 41

長期借入金の返済による支出 △868 △982

社債の償還による支出 － △85

自己株式の売却による収入 － 100

配当金の支払額 △807 △751

非支配株主への配当金の支払額 △123 △118

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得

による支出
△7 －

リース債務の返済による支出 △133 △143

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,944 △4,094

現金及び現金同等物に係る換算差額 506 668

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,099 △1,911

現金及び現金同等物の期首残高 17,658 19,444

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 18,758 ※ 17,532

 

EDINET提出書類

森六ホールディングス株式会社(E33603)

半期報告書

15/23



【注記事項】

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（中間連結貸借対照表関係）

※　中間連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決済処理しており

ます。なお、前連結会計年度末日は金融機関の休日のため、次の連結会計年度末日満期手形等が前連結会計年

度末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

受取手形 127百万円 －百万円

電子記録債権 190 －

支払手形 44 －

電子記録債務 478 －

流動負債その他

（設備関係支払手形）
1 －

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日

　　至　2024年９月30日）

給料及び賞与 2,679百万円 3,125百万円

運賃保管料 1,749 1,670

退職給付費用 60 62

貸倒引当金繰入額 △15 1

研究開発費 1,226 1,364

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間

（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

現金及び預金勘定 19,373百万円 18,312百万円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △615 △779

現金及び現金同等物 18,758 17,532
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月12日

取締役会（注）
普通株式 807 53 2023年３月31日 2023年６月８日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額の内訳は、普通配当47円および創業360周年記念配当６円であります。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間

   の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月14日

取締役会
普通株式 751 50 2023年９月30日 2023年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月14日

取締役会（注）
普通株式 751 50 2024年３月31日 2024年６月４日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀

行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金11百万円が含まれております。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間

   の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月14日

取締役会（注）
普通株式 778 52.5 2024年９月30日 2024年12月２日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀

行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金９百万円が含まれております。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は2023年11月28日開催の取締役会決議に基づき、自己株式202,900株の取得を行いました。また、

当社は2024年８月８日開催の取締役会決議に基づき、2024年８月27日付で、自己株式600,000株の消却を

実施しました。これらの自己株式の取得および消却等の結果、当中間連結会計期間において資本剰余金が

1,281百万円、自己株式が897百万円減少し、当中間連結会計期間末において資本剰余金が1,398百万円、

自己株式が570百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２ 

樹脂加工製品
事業

ケミカル事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 53,509 13,460 66,969 － 66,969

セグメント間の内部売上高ま

たは振替高
277 863 1,140 △1,140 －

計 53,786 14,323 68,110 △1,140 66,969

セグメント利益 448 747 1,196 △146 1,049

　（注）１．セグメント利益の調整額△146百万円には、セグメント間取引消去566百万円および各報告セグメント

に帰属しない当社の費用△712百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２ 

樹脂加工製品
事業

ケミカル事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 58,155 13,514 71,670 － 71,670

セグメント間の内部売上高ま

たは振替高
423 648 1,072 △1,072 －

計 58,579 14,163 72,742 △1,072 71,670

セグメント利益 973 884 1,858 △232 1,626

　（注）１．セグメント利益の調整額△232百万円には、セグメント間取引消去613百万円および各報告セグメント

に帰属しない当社の費用△845百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を、顧客の所在地に基づき地域別に分解しています。分解した売上高と各報告セグ

メントの売上高との関連は以下のとおりです。

 

　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：百万円）

 樹脂加工製品事業 ケミカル事業 合計

日本 10,182 7,045 17,227

北米 30,269 227 30,496

中国 6,749 2,258 9,007

アジア 6,239 3,878 10,118

その他 68 50 119

顧客との契約から生じる収益 53,509 13,460 66,969

外部顧客への売上高 53,509 13,460 66,969

 

　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

（単位：百万円）

 樹脂加工製品事業 ケミカル事業 合計

日本 10,928 7,002 17,931

北米 36,223 309 36,532

中国 5,190 1,850 7,040

アジア 5,731 4,319 10,051

その他 82 31 113

顧客との契約から生じる収益 58,155 13,514 71,670

外部顧客への売上高 58,155 13,514 71,670

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

１株当たり中間純利益 64円56銭 13円71銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（百万円） 976 201

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

（百万円）
976 201

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,131 14,680

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式を、１株当たり中間純利益の算定上、期中平均

株式数の計算において控除する自己株式に含めております（前中間連結会計期間－千株、当中間連結会計期間

201千株）。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

(1）期末配当

　2024年５月14日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………751百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………50円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日および支払開始日…………2024年６月４日

（注）１．2024年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。

２．配当金の総額には、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」制度の信託財産として、株式会社日

本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金11百万円が含まれております。

 

(2）中間配当

　2024年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………778百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………52円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日および支払開始日…………2024年12月２日

（注）１．2024年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。

２．配当金の総額には、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」制度の信託財産として、株式会社日

本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金９百万円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書 

 

2024年11月14日

森六ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永田　篤

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹内　知明

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている森六ホールディ

ングス株式会社の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日から

2024年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括

利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

 

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、森六ホールディングス株式会社及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

 

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

 

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

 

・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

 

・中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

 

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

 

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以上

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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